
第19回フューチャーセッション＜宇宙×食＞のご案内

「地球と宇宙の食の課題解決を目指す共創型取り組みについて」
～月面でのフードシステム構想から考える地域課題解決～

〈 開催概要 〉

■ 日 時

■ 開催場所

■ 定 員

■ 対 象

■ テ ー マ

■ 話題提供者

■ 内 容

■ 会員企業ピッチ

〈 お申込み 〉

今回のフューチャーセッションはスペースベース Qにてオンサイト開催いたします。
応募フォーム、もしくはメール（ info@osfc.or.jp ）にてご登録ください。

締切：11月17日 (木)午後14時まで

定員になり次第、募集を締め切らさせていただきます

※申込後、イベント開催までに確認メールが送信されます。
迷惑メール対策などでドメイン指定を行っている場合、
メールが受信できない場合がございます。info@osfc.or.jp
の受信設定をお願いいたします。

◎前日までにメールが届かない場合は事務局までご連絡ください。

こちらの応募フォームより
お申し込みください

←申込QRコード

※新型コロナウイルスの感染拡大状況により、実施形態が変更になる可能性があります。実施形態が変更になる際は、
申込時に登録されたメールアドレス宛に変更のご連絡をいたします。

令和４年11月18日 (金) 14：00～16：00

スペースベース Q（大分市府内町1-4-11つのビル３F）

定員30名程度

OSFC法人会員、個人会員、賛助会員、SBQ学生会員：無料

（上記会員以外の参加希望者：15,000円）

「地球と宇宙の食の課題解決を目指す共創型取り組みについて」

菊池 優太（きくち ゆうた）氏

一般社団法人 SPACE FOODSPHERE 理事

JAXA 新事業促進部 J-SPARCプロデューサー

国東物産株式会社 専務取締役 野田 大輔氏

「いよいよ販売間近、『宇宙タコ』誕生秘話！」

現在、米国を中心に進められている月探査プログラム「アルテミス計
画」。早ければ2025年に、アポロ計画以来の人類による月面着陸が計画
されています。人が宇宙で暮らす時代に必要不可欠なのが「食」。現在、
月面での宇宙食料に関する共創型プログラム「SPACE FOODSPHERE」
が様々な企業、大学、研究機関、有識者等が集って取り組まれています。
月面でのフードシステムを考えることによって、地域課題解決も促進で
きないか。 大分県も参画する本プログラムを中心に、「食×宇宙」の
ビジネス創出の可能性についてご紹介いたします。

こちらの応募フォームより
お申し込みください

mailto:info@osfc.or.jp
mailto:info@osfc.or.jp
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSf7loVffiWem07GVZg2JwRl-3X1V6XHJmAxCL2d3hB8_7jbKw/viewform?usp=sf_link
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSf7loVffiWem07GVZg2JwRl-3X1V6XHJmAxCL2d3hB8_7jbKw/viewform?usp=sf_link


■ 話題提供者 菊池 優太（きくち ゆうた）氏

一般社団法人 SPACE FOODSPHERE 理事

大分県宇宙STEAM教育アクセラレーター

宇宙航空研究開発機構（JAXA）新事業促進部

事業開発グループ J-SPARC プロデューサー

＜プロフィール：経歴等＞

■ タイムスケジュール 進行・ファシリテーター：野田 大輔 氏

13：30～ 開場時間

14：00～14：05 開会挨拶

14：05～14：15 OSFC会員 企業ピッチ 国東物産株式会社

14：15～15：00 話題提供 「地球と宇宙の食の課題解決を目指す共創型取り組みについて」

菊池 優太（きくち ゆうた）氏

15：00～15：10 休憩

15：10～16：00 OSFC宇宙食ワーキンググループメンバーとのトークセッション

16：00～適 宜 名刺交換、情報交換等 （※スケジュールは変更となる可能性があります。）

主催：一般社団法人おおいたスペースフューチャーセンター（OSFC）
（お問い合わせ）スペースベースQ事務局 TEL：097-589-8622 /E-MAIL：info@osfc.or.jp

■ OSFC会員企業ピッチ 国東物産株式会社 専務取締役 野田 大輔 氏

「いよいよ販売間近、『宇宙タコ』誕生秘話！」

企業ホームページはこちらから 大分×宇宙『宇宙タコ』はこちらから

人間科学（スポーツ科学）分野の大学院修了後、JAXAに入社。ロケット部門の事
業推進や、外部連携による宇宙教育事業等を担当。その後出向した大手広告代理店に
て、宇宙コンテンツの企業プロモーション活用やビジネスクリエーション等に参画。
JAXA帰任後は、主にこれまで宇宙に関わりのなかった企業の新規参入促進や異分野
テクノロジーとの連携企画に加え、共創型プログラム「宇宙イノベーションパート
ナーシップ（J-SPARC）」の立ち上げ・制度設計に従事。現在は、J-SPARCプロ
デューサーとして、主に宇宙旅行・衣食住ビジネス等に関する民間企業等との共創活
動を担当。食分野では、2018年から防災×宇宙の視点から新たな事業創出や社会課
題解決に取組むプロジェクトを推進。また、2020年に創設した地球と宇宙に共通す
る食の課題解決に取り組む一般社団法人SPACE FOODSPHEREでは理事を務め、ベン
チャーから大企業までの様々な企業や大学、自治体等との共創活動を牽引。出身は大
分県竹田市で、大分県のSTEAM教育プログラムにはアクセラレーターとして関わっ
ている。趣味はスポーツ全般、異業種交流。夢は、「月面オリンピックを実現し、自
ら実況すること」。

※ J-SPARC http://aerospacebiz.jaxa.jp/solution/j-sparc/

※ SPACE FOODSPHERE https://spacefoodsphere.jp/
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https://spacefoodsphere.jp/

